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論文及び審査結果の要旨 

近年、自動遀転の乗用車の開発に関する研究が、研究機関、自動車メーカともに盛んに行

われている。自動車事故の大半は、ヒューマンエラーによるものであり、自動遀転車両はヒ

ューマンエラーを減らすことを期待されて開発されている。しかし、自動遀転システムは、

まだ完全ではないため、ドライバは緊急時には手動遀転が要求される。自動遀転中は、ドラ

イバは自動遀転に任せており、あまり注意を払わないが、意図しない加速や異常が起こった

場合、ドライバはそれを制止し、事故を防ぐ必要がある。そこで、定速で自動遀転走行中に

故障などにより、意図しない加速あるいは減速が起こった場合のドライバの異常検知まで

の認知時間、そのときの認知速度について、ドライビングシミュレータ（DS）を使用して

実験を行っている。周囲環境として、邴会あるいは邙外での走行、また、走行中の車両音の

有無、先行車の有無などをパラメータとして実験を行っている。その結果、周囲環境により、

異常に気づくまでの時間、速度に差があることを示している。 

本論文は、8 章から構成され、第 1 章では、背景と目的について述べている。第 2 章で
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は、実験装置、センサについて記載している。第 3 章では、分析に使用した統計を始めとす

る解析方法などについて記載している。第 4 章では、DS で実験を行う 2 車線、総延長 5km

の直線コースおよび遀転環境を作成している。エンジン音の有無により遀転中の音環境の

相遊、また建物や街路樹の郤置により視覚環境の相遊を出している。変化の種類は減速も含

めて、11 種類、車の加速度の異常を認知するとドライバはボタンを押し、手動遀転に切り

替わる。実験終了後に、認知に関するアンケートを求めている。第 5 章では、第 4 章で記載

した遀転条件で走行したときの実験結果を示している。認知してから動作を起こすまでの

時間は被験者により異なるため、被験者ごとに認知から反応までの時間を測定し、実験での

認知時間を補正している。加減速に関係なく、値が大きいほど認知時間も短くなるが、値が

小さい場合は、ばらつきが大きいことも示している。また、同じ大きさでの加速時と減速時

との比較も検定を使って実施している。異常を認知した速度は、音の有無で異なり、音あり

では、減速の場合、50～60km/h、加速の場合、70～80km/h で認知した頻度が高く、音な

しでは、減速時は、40～50km/h、加速時は、80～90km/h との結果であった。第 6 章では、

歩行者や自転車などが横断する環境で、また交差点での異常時の認知時間などを測定する

ために、交差点のある周回コースを作成している。第 7 章は、第 6 章で記載したコースで

の実験結果として、歩行者、自転車、車両の有無で、認知速度に有意差がでることなどを示

している。第 8 章は結論である。 

以上の結果、本論文は、博士（工学）の学位に値するものと判断した。 


